
,430 - - - - -

2070  伝統文化支援事業

伝統文化関連事業開催数
2

1 1 1 1 1 1 1
回

1 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 1頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０４ 地域力基盤醸成、文化芸術と社会教育の推進
０２ 文化芸術の振興

生涯学習文化課総括主査  田沼政司

　住民が文化芸術に親しみ、取り組むことを奨励し啓発するため、芸術祭の開催や各種発表会、芸術文化団体への支援を進

め、発表の場や鑑賞の機会の確保充実に努めます。また引き継がれてきている貴重な文化財の適正な保護に努めるとともに

、文化財への理解を深めるため活用図るとともに、郷土芸のまつり等の郷土芸能伝承活動を奨励してまいります。また作成

を進めております「滝沢の歩み」について、平成２８年度刊行に向け進めてまいります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

滝沢市芸術祭・郷土芸能まつりの入場者数

1 1,350 1,350 1,350 1,400 1,400 -
人 1,300

- - - - - △1,300.0

幸

福

自分の趣味や特技を披露できる機会が地域にある人の割合

2 16 17 18 20 21 -
％ 15.7

- - - - - △296.2

平成26年度
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

1934  芸術祭開催事業

芸術祭出品・出演者及び来場者数
1

3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200
人

1,632 1



策

の重点課題
　文化芸術

の

振興のため、芸術文化

実

協会の活性化、芸術祭

現

開催組織の在り方、経

に

年劣化が進む民具保管

影

場所等の検討、「滝沢

響

の歩み」作成を重点と

す

して進めます。

(３)

る

 基本計画内方針及び

社

平成27年度重点課題

会

に基づく優先順位の考

環

え方
　文化芸術振興の

境

ため、文化財を保護・

変

活用する埋蔵文化財施

化

設の維持運営、文化芸

(

術の発表の場となる芸

３

術祭、郷土芸能

まつり

)

、「滝沢の歩み」作成

 

を重点とし進めます。

基本施策との関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 2頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０４ 地域力基盤醸成、文化芸術と社会教育の推進
０２ 文化芸術の振興

生涯学習文化課総括主査  田沼政司

　芸術祭の開催や各発表会の開催支援、文化芸術活動の振興の核となる芸術文化団体の育成支援等に

政

より文化芸術活動の振

 

興を図ってきているが

 

、出品数の停滞、会員

 

の高齢化など新たな視

 

点からの支援を図って

策

いく必要があります。

:

文化財の保

護と活用に

基

ついては、「篠木神楽

本

」や「湯舟沢環状列石

施

」が県指定されるなど

策

、適正に評価保存され

:

、また埋蔵文化財セン

施

ターにより体験講座を

 

開催するなど文化財へ

 

の住民理解を図ってお

 

ります。しかい、民具

 

については保管施設が

策

経年劣化が

すすんでお

:

り、保存施設について

施

の検討が必要となって

策

おります。

　生きがい

担

や仲間づくりとして、

当

多様な文化芸術活動が

職

取り組まれております

・

。高齢化が急速に進む

氏

中、交流を深め仲間づ

名

くりをしながら、個人

２

の趣味を更に深め生き

．

がいとする文化芸術活

施

動がますます必要とな

策

ってきております。そ

の

の推進の拠

り所となる

実

芸術文化団体の役割は

現

、ますます重要性を持

に

ち、その団体の活性化

向

が求められております

け

。

　芸術祭の開催や発

て

表の場を確保、芸術文

の

化団体の活動を支援す

現

ることにより、多様な

状

芸術文化活動を支援す

を

るとともに、

交流や仲

認

間づくりが進み、地域

識

活動につながることが

す

期待されます。また文

る

化財を保護し活用し、

(

住民への理解を深める

１

こ

とにより郷土理解に

)

つながり、郷土への愛

 

着を深めることにつな

施

がります。

　地域力基

策

盤醸成、文化芸術と社

目

会教育推進のため、参

標

加型、参画型を基本に

の

「みんなが主役となる

進

生涯学習」活動として

捗

地域づくりにつながる

状

よう、生涯学習推進計

況

画により方針を明確に

分

し、単年度ごとの社会

析

教育行政の方針と計画

(

により体系

的に効果的

２

に芸術文化振興を図り

)

ます。

(２) 基本計

 

画内の取り組みと方針

施

のうち、平成27年度



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 3頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０４ 地域力基盤醸成、文化芸術と社会教育の推進
０２ 文化芸術の振興

生涯学習文化課総括主査  田沼政司

149  埋蔵文化財センター管理運営事業

5,934 6,977 △14.9 5,934 5,934 5,934 23,736

151  埋蔵文化財センター教育普及事業

5,636 6,879 △18.1 5,636 5,636 5,636 22,544

693  埋蔵文化財調査事業

290 290 0.0 290 290 290 1,160

1934  芸術祭開催事業

347 380 △8.7 347 347 347 1,388

2070  伝統文化支援事業

600 600 0.0 600 600 600 2,400

2126  文化財・天然記念物保護事業

393 927 △57.6 350 350 350 1,443

2187  民具調査報告書作成事業

0 20 皆減 20 20 20 60

5745  埋蔵文化財センター環境保全啓発事業

0 0 0.0 0 0 0 0

7379  芸術文化ふれあい事業

1,708 2,088 △18.2 1,708 1,708 1,708 6,832

8446  文化財調査事業

0 0 0.0 0 0 0 0

10468  滝沢村史編纂事業

2,803 2,736 2.4 14,000 0 0 16,803


